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令和元年度 新技術活用促進セミナー

成果品は、CD-R・DVD-Rで納品します。
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令和元年度 新技術活用促進セミナー 弊社作成の技術紹介パンフレットより2
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１．道路管理画像ビューアー
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１．道路管理画像ビューアー
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連続写真

10ｍ毎

沿道状況
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２．舗装マネジメントシステム
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２．舗装マネジメントシステム

令和元年度 新技術活用促進セミナー

平成２８年10月 ／ 平成29年3月

舗装点検要領 に 準拠 しています

路面評価 ＋ 補修費の概算 ＝ 計画立案

舗装の補修・修繕を支援する

道路管理者の立場で開発した新技術

弊社の経験を生かして
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拡大
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健全性の評価区分

区分 状態

1 健全 損傷レベル小

2 表層機能保持段階 損傷レベル中

3 修繕段階 損傷レベル大

目視又は機器を用いた手法などで舗装の状態を把握して道路の健全性を評価する

弊社の技術は、
舗装点検要領の評価区分に基づいて
道路管理画像（写真）を用いて路面の健全性の評価を行います。
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舗装点検要領では
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損傷レベル：小 損傷レベル：中 損傷レベル：大

ひび割れ

わだち掘れ

IRI
前後方向の凸凹

（0～20％） （20～40％以上） （40％以上）

（40mm以上）（20～40mm以上）（0～20mm）

（8mm/m以上）（3～8mm/m以上）（0～3mm/m）

舗装点検要領の参考資料より
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損傷レベル：小 損傷レベル：中 損傷レベル：大

ひび割れ

見てわかる

わだち掘れ

見てわかる

IRI
見ただけではわかりにくい

計測した記録を

残したほうがいい

（0～20％） （20～40％以上） （40％以上）

（40mm以上）（20～40mm以上）（0～20mm）

（8mm/m以上）（3～8mm/m以上）（0～3mm/m）

舗装点検要領の参考資料より
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１．高速走行時も安定した測定が可能 80km/h・100km/h（法定速度）

２．一般道でも実績あり。交通規制は不要。
住民の通行を妨げない測定走行が可能。

３．停止を伴う測定も可能 0km/h～
交差点付近のIRI測定も得意
ミニバン・ファミリーカータイプの
車両に搭載しています。

３．IRI測定装置の特徴

令和元年度 新技術活用促進セミナー

レーザー式車両搭載型非接触式路面プロファイラの特徴

路面プロファイル測定器は現在特許出願中です。
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目で見る
担当者が
判断できる
客観的な材料

点検
路面状態
記録

ひび割れ評価

わだち掘れ
評価

IRI
実測値

道路の画像 データの保存

私たちが考える一般道の道路管理
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４．補修・修繕費の試算機能
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５．道路の特徴に合わせて選択できるから

令和元年度 新技術活用促進セミナー 18弊社作成の技術紹介パンフレットより

安価に
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技術名： 道路管理画像を用いた路面評価システム

NETIS番号： CG-170010-VE [活用促進技術]

CG-170010-A 平成29年11月 新規登録 （中国地方整備局）

CG-170010-VR
平成30年10月
新技術活用評価会議 （四国地方整備局）

テーマ設定型（技術公募）の事後評価

CG-170010-VE
平成31年 1月
新技術活用評価会議 （九州地方整備局）

有用な技術[活用促進技術]
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